










【要約】少子化時代の子育て支援の方法として、気楽に利用できる相談システムの整備が

急務とされている。また、育児不安の最も起きやすい時期は出生から 1ヵ月ぐらいまでで

あり・この時期への重点的サポートが重要な課題になる。そこで、東京都母子保健サービ

スセンターで、開設(1987 年)以来行っている夜間電話相談について、生後 1 ヵ月までの

乳児に関する電話相談の内容について分析し、この時期へのサポートのあり方について検

討してみた。結果は、電話相談の内容としては、排泄、ほ乳、睡眠などのごくありふれた

新生児期の生理・生活に関するものであり、一回の電話相談で解決される程度のものが殆

どであった。これらのことから生後間もない時期に多い心配ごとへの対価は、零話相談窓

口が有用と思われた。


